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提案理由  

国に対し、オスプレイの配備を辞めるよう強く求める。  

これが、本案を提出する理由である。  



オスプレイの配備を辞めるよう求める意見書  

 

本年３月２６日の産経新聞において「垂直離着陸輸送機オスプレイ５機を陸

上自衛隊木更津駐屯地に暫定配備する方向で調整に入った」との報道があり、

木更津市民はもとより千葉県全体に不安が広がっている。千葉県が事実確認を

行ったところ、防衛省北関東防衛局は「木更津駐屯地への暫定配備が決まった

という事実はない」と回答しているが、小野寺五典防衛大臣の３月２７日の記

者会見では、「オスプレイの一時的な措置については、様々な選択肢を検討し

ている」と述べており、木更津駐屯地への「暫定配備」自体を否定したわけで

はない。  

木更津市は４月９日、北関東防衛局からの情報として、現在、所要の修理や

機体の組立てを実施しているオスプレイ１機は、塗装作業に１か月程度掛け、

点検を経た後に試験飛行を実施するようだが、試験飛行の時期やその後のオス

プレイの整備計画についての情報は得られていないとしている。  

東京都にある米軍横田基地では４月５日、オスプレイ５機が突然飛来し、都

民を驚愕させた。しかも、半月も前に日本政府は、在日米軍から通報を受けて

いながら「公表は控えてほしいと要請があった」などと発表の遅れについて説

明している。  

結局、全て米軍の言いなりで、国民の不安や安全に対する配慮はなく、情報

の隠蔽も辞さないというのが、日本政府の現実である。  

言うまでもなくオスプレイは、その構造や基本性能から、各地で墜落・不時

着事故を頻発させている危険この上ないものである。そのオスプレイを横田基

地や木更津駐屯地に配備し、国民に情報を隠しながら、米軍の思いのままに、

首都圏の上空を飛び回ることなど絶対に許されるものではない。 

よって、本市議会は国に対し、国民の安全を脅かすオスプレイの配備を辞め

るよう強く求めるものである。  

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。  
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八  千  代  市  議  会    

 

提出先  

 内  閣  総  理  大  臣  様  

 防 衛 大 臣  様  

 


